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はしがき 

 近年，ノリ，ワカメ，コンブ等の養殖海藻の価格が低

迷しており，その対策の一環として，新しい藻類養殖種

の開発が求められている。その中で，神奈川県及びその

近県で古くから食用とされているカヤモノリ目のハバノ

リ，セイヨウハバノリ，カヤモノリは，地方の名産物と

して高価に取引きされているため，関係漁業者から養殖

技術の開発を求められている。 

 カヤモノリ類の発生については，ＮＡＫＡＭＵＲＡ，

ＴＡＴＥＷＡＫＩ（1975）がその全容を解明しているが，

養殖についてはまだ研究の段階であり，企業化には至っ

ていない。 

 神奈川県水産試験場では1975年と'76年に，カヤモノ

リ類の分布調査と養殖試験を実施した。（久保1776・久

保1977）。今回，1985年，'86年の２ケ年にわたって類似

の調査，試験を実施したので，1975年'76年の結果とあ

わせて報告する。 

方   法 

 分布調査地点及び養殖試験地は図１のとおりである。 

 

図１ 調査地点および養殖試験池 

   （× 調査地点，△ 養殖試験池） 

 試験用種苗の培養液や，ミイッケル培養液を使用し 

た。 

 ハバノリ，セイヨウハバノリの養殖試験には養殖筏を

用い，カヤモノリには支柱柵を用いた。 

 ハバノリとセイヨウハバノリの分類は，通常のセクシ

ョンを行って検鏡し，糸状組織のあるものをハバノリ，

内部が大きな細胞の集合体となっているものをセイヨウ

ハバノリとした。また，その中間的なもの（大きな細胞

の糸状組織をなすもの）があったが，これについては，

セイヨウハバノリとして扱った。 

結   果 

１ 分 布 

 １月下旬～２月上旬，２月下旬～３月上旬における有

用カヤモノリ類の分布状況は表１，表２のとおりであっ

た。各種の分布状況を要約するとハバノリは三浦半島の

南側及び相模湾の東西両側の外洋海域に多く，セイヨウ

ハバノリとカヤモノリは東京湾湾口部から相模湾の三浦

半島側に多く分布していた。ただし，カヤモノリの分布

域は，セイヨウハバノリと異なり，洋上のブイ等に着生

し，無露出で生育するということはほとんど無かった。

上記３種の10月～７月におけるそれぞれの繁茂状況は図

２，図３のとおりであった。 

 なお，上記３種の葉体の成熟は12月から始まり，２月

以降では大きな葉体のほとんどが成熟していた。 

２ 養殖試験 

 試験の結果は表３のとおりであった。また，それぞれ

の発生の状況は写真のとおりで，葉体の生育状況はおお

むね次のとおりであった。 

（1）ハバノリ 
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表 １  神 奈 川 県 に お け る 有 用 カ ヤ モ ノ リ 類 の 分 布 

１月下旬～２月上旬 ２月下旬～３月上旬 
場       所 

ハバノリ 
セイヨウ 
ハバノリ 

力ヤモノリ ハバノリ 
セイヨウ 
ハバノリ 

カヤモノリ 

内 
湾 
及 
び 
湾 
口 
域 

野 島 
走 水 
観 音 崎 
金 田 湾 
毘 沙 門 湾 
荒崎タイドプール 
諸 磯 湾 
長 者 ケ 崎 入 江 

Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 

Ｂ 
Ｂ 
Ｂ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｂ 
Ｂ 
Ａ 
Ａ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｃ 
Ａ 
Ｃ 
Ａ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 

外 
 
 
 
海 
 
 
 
域 

松 崎 
毘 沙 門 外 海 
二 町 谷 
初 声 外 海 
 〃   岩  間 
荒 崎 外 海 
 〃   岩  間 
長 者 ケ 崎 
小 坪 
早 川 
江 ノ 浦 
真 鶴 外 海 
 〃   岩  間 
福 浦 

Ａ 
Ａ 
Ａ 
Ａ 
Ｃ 
Ａ 
Ａ 
Ａ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 
Ａ 

Ｃ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｃ 
Ａ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｃ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ａ 
Ｃ 

Ａ 
Ｂ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 
Ｂ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｂ 

Ａ 
Ａ 
Ｂ 
Ａ 
Ａ 
Ａ 
Ａ 
Ａ 
Ａ 
Ｃ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ａ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 

Ａ 
Ｂ 
Ｂ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 
Ａ 
Ｂ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｃ 
Ｂ 
Ｂ 

 Ａ単一群落を形成  Ｂ他の海藻群落に混入  Ｃ全くなし又は殆んどなし 

 

 

表２ 海 域 別 出 現 数 

１月下旬～２月上旬 ２月下旬～３月上旬 
種  名 ラ  ン  ク 内湾及び 

湾 口 域     
外 海 域 

内湾及び 
湾 口 域     

外 海 域 

ハ バ ノ リ 
群 落 形 成 
少 数 発 生 
皆無あるいは殆んど無 

０ 
０ 
８ 

９ 
３ 
２ 

２ 
２ 
４ 

９ 
４ 
１ 

セ イ ヨ ウ 
ハ バ ノ リ 

群 落 形 成 
少 数 発 生 
皆無あるいは殆んど無 

２ 
６ 
０ 

３ 
２ 
９ 

０ 
４ 
４ 

１ 
０ 
13 

カヤモノリ 
群 落 形 成 
少 数 発 生 
皆無あるいは殆んど無 

２ 
４ 
２ 

３ 
８ 
３ 

２ 
４ 
２ 

３ 
８ 
３ 
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図２ 外洋域におけるカヤモノリ類の分布 

  ａ ハバノリ，初期のカヤモノリ 

  ｂ セイヨウハバノリ，後期のカヤモノリ 

 

図３ カヤモノリ類葉体の繁茂表 

 

表３ 養 殖 試 験 結 果 

種 
 
名 
室内養管理状況海 面 養 殖 状 況 養 殖 の 成 果 製 品 の 品 質 

ハ 
 
バ 
 
ノ 
 
リ 

 自然海水，自然光で 
培養したものは，種糸 
に密着し生長した。人 
工海水を使用すると， 
生長は早いが匍ふく体 
が種糸から剥離しやす 
い。人工海水の場合は 
春になってフラスコ内 
で発芽した。 

 1976年２月22日に母 
藻から採苗した種糸40 
ｍをのれん状に漁場に 
張込んだところ，３月 
下旬に発芽した。種糸 
には雑藻の付着が多 
く，成葉になったもの 
は少なかった。 
 

 左記のハバノリを４ 
月28日に摘採した。種 
糸40ｍで10枚の成葉が 
着生し，また，周辺の 
種を付けないロープに 
約20枚のハバノリが着 
生した。 
 
 

 製造せず。 
 
 
 
 
 
 
 
 

セ 
イ 
ヨ 
ウ 
ハ 
バ 
ノ 
リ 

 自然海水，自然光で 
培養したものは，種糸 
に密着し生長した。人 
工海水を使用すると， 
生長は早いが匍ふく体 
が種糸から剥離しやす 
い。本種は水槽内で冬 
季に良く発芽した。 
 
 

 1976年12月16日に母 
藻から採苗した種網を 
海面で養殖したところ 
１月初旬に発芽がはじ 
まった。この葉体はそ 
の後成長し，２月15日 
に摘採した。このほ 
か，水槽内で発芽させ 
た幼芽も海面養殖後， 
順調に成長した。 

 左記の摘採した葉体 
は，養殖網（1.2×18 
ｍ）１枚に対し製品数 
枚程度の生産であった 
が，良く着生している 
所ではノリ養殖並に繁 
茂していた。 
 
 
 

 ハバノリの製品に較 
べ葉が薄く，ハバノリ 
固有の香気は無いが， 
海藻仲買人に見せたと 
ころ，ハバノリとして 
販売可能と言ってい 
た。 
 
 
 

カ 
ヤ 
モ 
ノ 
リ 

 自然海水・自然光で 
培養したものも，人工 
海水で培養したものも 
匍ふく体は種糸に密着 
していた。 
 いずれの場合も水槽 
内では発芽しなかっ
た。 

 1985年12月18日に， 
越夏した匍ふく体の種 
苗を海面養殖したとこ 
ろ，１ケ月以内に直立 
体を発芽した。また１ 
月下旬には葉長0.2～ 
0.3mmに成長した。 
 

 ２月上旬の大潮時に 
干出過多のため枯死し 
てしまい，成葉は得ら 
れなかった。 
 
 
 
 

 製造せず。 
 
 
 
 
 
 
 

注 上記の他，ハバノリ，セイヨウハバノリ越夏種苗の海面養殖試験を行ったが，発芽が非常に悪かった。



 44 カヤモノリ科有用海藻の養殖に関する研究  

 

ハ バ ノ リ の 発 生 状 態 

① 胞子が発芽し匍匐糸を形成した。（人工海水，無基質培養） 

 

② 匍匐糸および匍匐体（座）の発達 

 

③ 糸に採苗し，自然海水で培養した匍匐体（座）



 カヤモノリ科有用海藻の養殖に関する研究 45 

 

 

④ 匍匐糸から発芽した直立体の幼芽（人工海水，無基質培養） 
 

 

⑤ ④ の 幼 芽 の 基 部 

 

 

⑥ 種糸に採苗し，海面で養殖した成葉
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セ イ ヨ ウ ハ バ ノ リ の 発 生 状 態 

① 胞子が発芽し，匍匐糸を形成（人工海水無基質培養） 

 

② 糸に採苗し，自然海水で培養した匍匐体（座） 

 

③ 人工海水，無基質培養の匍匐糸，座からできた直立体幼芽
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④ 養殖網に着生したセイヨウハバノリ 

 

カ ヤ モ ノ リ の 発 生 状 態 

① 糸に採苗し，人工海水で培養した海出し前の種苗 

 

② 種苗を海に出し，初期の発芽状況
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 匍匐体を無基質で人工海水で培養したものは春にな
って発芽した。しかし，種糸に採苗し，自然海水で培養

したものは室内では発芽しなかったので，養殖試験には

シーズン初めの葉体を母藻として試験を行った。 

 (2) セイヨウハバノリ 

 匍匐体を無基質で人工海水を使用し，室内で培養し
たものも，自然海水を用いたものも，冬期に採苗したも

のは採苗後，１～２ケ月て良く発芽した。しかし，越夏

した種苗は発芽しにくいので，養殖試験にはシーズン初

の葉体を母藻として試験を行った。 

 (3) カヤモノリ 

 人工海水で培養したものも自然海水で培養したものも

水槽内では発芽しなかった。しかし，12月に海面養殖を

始めてからは発芽したので，シーズン初の葉体を母藻と

した試験は行わなかった。 

考   察 

 有用カヤモノリ類の分布調査及び養殖試験を行った結

果，セイヨウハバノリの量産化が一番可能なことが分っ

た。 

 セイヨウハバノリの養殖種としての長所は無露出でも

養殖可能であり，秋に成長した葉体を母藻として冬季に

養殖することが可能なことである。このことから，養殖

セイヨウハバノリは，ノリ養殖で行われているような二

次芽どりが可能である。 

 しかし，今回の試験で養殖したセイヨウハバノリは製

品に換算して養殖網（海苔網1.2ｍ×18ｍ）１枚当り数

枚にすぎず，更に量産化の試験を進める必要がある。 

 養殖セイヨウハバノリの一部を製品にしたところ，ハ

バノリの製品にくらべ葉が薄く，香りもハバノリにくら

べてやや落ちる。しかし，製品を仲買人に見せたところ，

商品として出荷可能なことが分った。 

 セイヨウハバノリはハバノリの代用として販売されて

いるが，近年，ハバノリが少なくなったことから，海苔

状に加工して１枚当り100円以上で販売（大部分は庭先

売り）されている。なおハバノリ類の製品の規格は統一

されていないが，三浦半島地区では海苔よりやや大きめ

に抄いている。 

 

 

 

 

 

 

 漁業者の最も要望の強いハバノリの養殖については，

試験結果では発芽率が悪く，現在のところ養殖の見とお

しは暗い。 

 カヤモノリは発芽の株数は少ないが，一株から何本も

発芽し，葉長も30～50㎝と大きくなるので，養殖に希望

のもてる海藻である。 

 今回の試験では雑藻駆除のための干出過多が原因で，

枯死させてしまったが，この点さえ気をつければ量産化

も可能であろう。 

 カヤモノリは県内ではあまり消費されておらず，主と

して静岡県の業者に原藻のまま，１㎏当り200円以上で

出荷されている。 

 静岡県では乾燥し，「ふりかけ」の材料にしていると

云う情報を得ているが，原藻や乾製品を煮付けても食べ

られるので，努力すれば販路を増やせるものと思われ 

る。 
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